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第104号（２面）2013年12月25日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************








　●　学校図書館法の史的背景のお話で、戦後の体制になる以前には義務教育学校の教室には教科書しか置いてなかった、････教科書以外の本・出版物を置いておくことが禁じられ、教員への弾圧の理由にされたのだと知りました。戦前の教員の活動で、学級文庫を作ったり、綴方の文集を作った教育熱心な人びとが、弾圧を受けた一因とも思います。戦前戦中の子どもたちが読む本に縁遠かったのは一般的な貧しさゆえと思っていたのですが、学校に教科書以外の本を置かせない････教科書だけを絶対とする国・文部省・学校の方針があったのだと思いました。（若葉町・むらき数子）


　●　図書館法が成立される経緯の説明がていねいになされありがたかった。（匿名希望）　　


　●　これまで漫然と「図書館」を利用していたことを反省した。法的に整備された「図書館三法」の存在も今回初めて知った。広い意味での教育（単なる知識の詰め込みではない）のために「読書」の持つ重要性を改めて自己確認した。（国領町・大土　洋）


　●　多くの資料を配りながら、本質を突く談話を｢高いアンテナ｣から歴史をふまえて話して下さいました。「はだしのゲン」事件を一般化して、本質としてとらえる見方を教えていただきました。（匿名）


　●　前を向けば｢同盟国支援法｣というよりも「対米ストーカー法」。後ろをふり向けば権力に隷従する劣化した大衆の異常増殖。この情勢下で｢図書館の危機｣さえ迫っていることを知りました。（染地・伊賀上武）





調布九条の会「憲法ひろば」創立１０周年記念


コーラスとトークのつどい


日程と会場が決まりました


２０１５年１月２５日（日）


会　場：調布グリーンホール


池辺晋一郎さんが来調を快諾！


調布在住の奥平康弘さん・堀尾輝久さん


との「夢の鼎談」も実現することに････


合唱団員・実行委員を募集します





�





｢九条の会｣事務局長／国文学者





　＊ 小森陽一さんの講演(17:30～19:00)を聴くだけのご参加も大歓迎です。＊ 新年会に参加する方は、準備の都合上、前日(10日)までに申込みください！





２０１３年12月14日


　　　　第88回例会





参加費300円


新年会費1,000円








  ●第９０回（２月）例会


２月　１日（土）１３時半～


　三多摩・調布に見る忠魂碑の


　        　建立と戦後の撤去


　お話：古橋研一さん


　場所：あくろす３階｢研修室２｣





  ●第９１回（３月）例会


３月２２日（土）１３時半～　ＤＶＤ上映とお話


　９条を抱きしめて


　 元米海兵隊員アレン･ネルソンが語る戦


    争と平和／９条は核兵器より強いのです


　お話：嬉野京子さん


　場所：たづくり８階「映像シアター」
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